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別紙

過積載の指示に係る自動車の使用制限命令の処分量定の基準

１ 処分量定

、 、使用制限の期間の基本量定については 過積載運転行為関係累計点数により評価し

原則として、別表１の「処分量定の基準」に定める前歴の回数及び点数に達した場合

に、それに応じた欄に該当する期間とする。

２ 処分の軽減

次に掲げる事情がある場合であって、当該自動車の使用の本拠における自動車の運

行管理に顕著な改善があると認められるときは、当該処分期間の２分の１を超えない

範囲で処分期間を短縮することにより処分を軽減することができるものとする。

なお、処分の軽減を行う場合にあっては、違反行為の内容及び被処分者に自動車を

使用させることの危険性を慎重に検討した上で、社会的に相当と認められる範囲内で

処分を軽減することとし、同一条件にある被処分者に対して不公平な取扱いにならな

いこと等について配慮すること。

(1) 当該処分により公共輸送力の確保に著しい影響を生ずるおそれがあると認められ

る場合

(2) 下命・容認に係る使用制限又は指示に係る使用制限の前歴の回数がなく、かつ、

被処分者の使用する自動車の台数が少ないため、事業活動に著しい支障を生ずるお

それがあると認められる場合

(3) その他情状酌量すべき事情がある場合

３ 処分が競合する場合等における取扱い

(1) 下命・容認に係る使用制限と指示に係る使用制限が競合する場合

同一の自動車に係る同一の違反行為について、下命・容認に係る使用制限の要件

と指示に係る使用制限の要件の両方を同時に満たすときは、軽減前の量定が最も重

いこととなる要件に従って処分するものとする。

(2) 処分中に当該処分に係る違反行為が行われた場合

下命・容認に係る使用制限又は指示に係る使用制限の期間中であるにもかかわら

ず、当該処分に係る車両の使用者が当該処分に係る車両を運転者に運転させ、当該

運転者が当該処分に係る違反行為をし、下命・容認に係る使用制限又は指示に係る

使用制限の要件を満たすこととなった場合には、これらの規定による処分は、当初

の使用制限の期間が満了した後に執行するものとする。
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別表１ 処分量定の基準

前 過積載
行為関係歴

の ９点以上
累計点数 ２点又は ４点又は ６点から

３点 ５点 ８点
回

数 車種別

大 型 車 等 ３０日 ４５日
な

普 通 車 ２０日 ３０日
し

二 輪 車 等 １０日 １５日

大 型 車 等 ３０日 ４５日 ６０日
１

普 通 車 ２０日 ３０日 ４０日
回

二 輪 車 等 １０日 １５日 ２０日

大 型 車 等 ３０日 ４５日 ６０日 ７５日
２

普 通 車 ２０日 ３０日 ４０日 ５０日
回

二 輪 車 等 １０日 １５日 ２０日 ２５日

大 型 車 等 ４５日 ６０日 ７５日 ９０日
以

３
普 通 車 ３０日 ４０日 ５０日 ６０日

上
回

二 輪 車 等 １５日 ２０日 ２５日 ３０日


